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上
げ
る
改
正
お
よ
び
精
神
薄
弱
者

福
祉
法
の
改
正
に
伴
う
条
文
の
整

備
を
行
う
も
の�●

瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

�
保
険
料
の
納
付
月
数
を
十
カ
月
か

ら
十
二
カ
月
に
増
加
す
る
も
の�

●
瑞
浪
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�
監
査
委
員
に
市
川
晴
宣
氏

(

陶
町

大
川
、
59
歳)

を
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
同
意
を
求
め
る
も
の�

●
瑞
浪
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

�
公
平
委
員
会
委
員
に
清
水
快
雄
氏

(

一
色
町
、
69
歳)

、
桑
原
幸
雄
氏

(

土
岐
町
、
63
歳)

、
中
島
紘
一
氏

(

土
岐
町
、
58
歳)

を
選
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
を
求
め
る

も
の�●

瑞
浪
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

�
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

田
中
定
氏

(

日
吉
町
、
51
歳)

の

任
期
満
了
に
伴
い
、
同
氏
を
引
き

続
き
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

同
意
を
求
め
る
も
の�

●
瑞
浪
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

�
人
事
院
の
給
与
改
定
に
関
す
る
勧

告
に
よ
り
、
職
員
の
定
期
昇
給
停

止
年
齢
を
55
歳
と
す
る
改
正
お
よ

び
職
名
の
見
直
し
に
よ
る
給
料
表

の
名
称
の
変
更
を
行
う
も
の�

●
瑞
浪
市
職
員
特
殊
手
当
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

�
特
殊
勤
務
手
当
の
う
ち
、
年
末
年

始
に
勤
務
す
る
職
員
に
支
給
す
る

特
別
勤
務
手
当
を
廃
止
す
る
も
の�

●
瑞
浪
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

�
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た

め
、
報
酬
の
引
上
げ
を
行
う
も
の�

●
瑞
浪
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�
消
防
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

社
会
福
祉
施
設
お
よ
び
教
育
施
設

の
用
語
の
改
正
を
行
う
も
の�

●
瑞
浪
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

�
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
の
改
正
に
伴

う
条
文
の
整
備
を
行
う
も
の�

●
瑞
浪
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

�
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
対
象
年
齢

を
３
歳
未
満
か
ら
５
歳
未
満
へ
引

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

�
事
務
分
掌
の
見
直
し
に
よ
り
、
秘

書
課
を
総
務
部
か
ら
企
画
部
へ
移

管
す
る
も
の�●

瑞
浪
市
公
平
委
員
会
設
置
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

�
公
平
委
員
会
の
岐
阜
県
へ
の
事
務

委
託
を
廃
止
し
、
新
た
に
瑞
浪
市

公
平
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の�

●
瑞
浪
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�
消
防
機
関
の
職
員
定
数
の
増
お
よ

び
公
平
委
員
会
設
置
に
伴
う
職
員

定
数
を
定
め
る
も
の�●

瑞
浪
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�
労
働
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

育
児
や
介
護
を
行
う
職
員
の
深
夜

勤
務
の
制
限
な
ど
の
改
正
を
行
う

も
の�●

瑞
浪
市
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�
瑞
浪
市
公
平
委
員
会
の
設
置
に
伴

い
、
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の�

●
瑞
浪
市
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

�
監
査
委
員
の
報
酬
の
引
上
げ
お
よ

び
公
平
委
員
会
委
員
の
報
酬
を
定

め
る
も
の�
●
瑞
浪
市
部
設
置
条
例
及
び
瑞
浪
市

●
出
資
法
人
の
経
営
状
況
説
明
書
の

提
出
に
つ
い
て

�
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
土
地
開
発

公
社
予
算
、
平
成
十
一
年
度
財
団

法
人
瑞
浪
市
施
設
公
社
予
算
に
つ

い
て
報
告
す
る
も
の�●

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

(

平

成
十
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正

予
算

(

第
四
号))

�
一
般
会
計
予
算
を
二
億
五
千
八
百

二
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
百
三

十
五
億
九
千
四
百
万
円
と
す
る
も

の�
平
成
11
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
４
日
か
ら
３
月
24
日
ま

で
の
21
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

報
告
案
件
二
件
の
報
告
と
条
例
案
件
十
三
件
、
人
事
案
件
三
件
、

予
算
案
件
十
八
件
、
そ
の
他
案
件
八
件
、
議
員
発
議
二
件
、
請
願
一
件

の
合
計
四
十
五
件
が
審
議
さ
れ
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
請

願
一
件
を
除
き
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
４
日

本
会
議

(

会
期
の
決
定
、
役
員
選
挙
、

議
案
上
程
、
討
論
、
採
決)

３
月
８
日

本
会
議

(

諸
般
の
報
告
、
市
長
所
信
表

明
、
議
案
上
程)

３
月
15
日

本
会
議

(

市
政
一
般
質
問)

３
月
16
日

本
会
議

(

市
政
一
般
質
問
、
議
案
質
疑
、

委
員
会
付
託)

３
月
17
日

委
員
会

(

総
務
文
教
委
員
会)

３
月
18
日

委
員
会

(

市
民
福
祉
委
員
会)

３
月
19
日

委
員
会

(

経
済
建
設
委
員
会)

３
月
24
日

本
会
議

(

委
員
長
報
告
、
追
加
議
案
上

程
、
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
、

議
案
質
疑
、
討
論
、
採
決)
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�
釜
戸
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工

事

(

建
築)

に
つ
い
て
、
指
名
競

争
入
札
に
よ
り
、
舘
林
建
設
株
式

会
社
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の�●

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

�
小
里
川
ダ
ム
・
新
丸
山
ダ
ム
特
別

委
員
会
、
研
究
学
園
都
市
特
別
委

員
会
、
瑞
恵
バ
イ
パ
ス
促
進
特
別

委
員
会
、
首
都
機
能
移
転
対
策
特

別
委
員
会
の
設
置
を
行
う
も
の�

●
閉
会
中
の
調
査
及
び
委
員
派
遣
承

認
要
求
に
つ
い
て

�
総
務
文
教
委
員
会
、
市
民
福
祉
委

員
会
、
経
済
建
設
委
員
会
の
委
員

を
議
会
閉
会
中
に
派
遣
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
承
認
を
求
め
る
も
の�

●
国
民
本
位
の
公
共
事
業
の
推
進
と

執
行
体
制
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

●
岐
阜
県
六
市
競
輪
組
合
の
解
散
に

伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

�
組
合
の
解
散
に
よ
り
、
同
組
合
の

財
産
処
分
に
つ
い
て
議
会
の
議
決

を
行
う
も
の�●

東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

�
組
合
が
処
理
す
る
事
務
に

｢

介
護

保
険
認
定
審
査
会
に
関
す
る
事
務

(

瑞
浪
市
、
土
岐
市
及
び
土
岐
郡

笠
原
町)｣

を
追
加
す
る
も
の�

●
東
濃
農
業
共
済
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

�
組
合
議
会
議
員
の
定
数
、
副
管
理

者
お
よ
び
副
収
入
役
の
定
数
を
減

員
す
る
も
の�●

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

�
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に

伴
う
市
道
路
線
の
再
編
成
を
行
う

も
の�●

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

�
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に

伴
う
市
道
路
線
の
再
編
成
を
行
う

も
の�●

工
事
の
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締

結
に
つ
い
て

(

瑞
浪
市
浄
化
セ
ン

タ
ー
脱
水
薬
注
設
備
改
築
更
新
工

事)

�
浄
化
セ
ン
タ
ー
脱
水
薬
注
設
備
改

築
更
新
工
事
に
つ
い
て
、
随
意
契

約
に
よ
り
日
本
下
水
道
事
業
団
と

委
託
協
定
を
締
結
す
る
も
の�

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(
瑞
浪
市
立
釜
戸
中
学
校
屋
内
運

動
場
改
築
工
事

(

建
築))

●
岐
阜
県
六
市
競
輪
組
合
の
解
散
に

つ
い
て

�
組
合
の
競
輪
事
業
の
廃
止
に
よ
り
、

同
組
合
を
解
散
す
る
た
め
議
会
の

議
決
を
行
う
も
の� 保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

�
総
額
二
十
五
億
九
千
九
百
二
十
万

円�●
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

�
総
額
四
億
八
千
七
百
五
十
万
円�

●
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

�
総
額
九
億
二
千
三
百
四
十
万
円�

●
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

�
総
額
十
五
億
四
千
二
百
十
万
円�

●
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

�
総
額
六
億
八
千
二
百
七
十
万
円�

●
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業

会
計
予
算

�
収
入
総
額
十
一
億
千
六
百
八
十
一

万
五
千
円
、
支
出
総
額
十
二
億
七

千
五
百
十
八
万
六
千
円�●

平
成
十
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補

正
予
算

(

第
六
号)

�
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、
二
千
万

円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用

で
き
る
経
費
と
す
る
も
の�

産
収
入
お
よ
び
繰
入
金
を
二
億
五

千
百
八
十
万
円
減
額
し
、
市
債
に

よ
る
借
入
れ
を
二
億
五
千
百
八
十

万
円
増
額
す
る
も
の�●

平
成
十
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
四
号)

�
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を
六

千
二
百
七
十
万
円
減
額
し
、
総
額

を
十
六
億
六
千
九
百
四
十
万
円
と

す
る
も
の�●

平
成
十
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
二
号)

�
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を

七
百
九
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を

二
億
三
千
四
百
六
十
万
円
と
す
る

も
の�●

平
成
十
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算

(
第
三
号)

�
水
道
事
業
会
計
予
算
の
う
ち
、
収

益
的
収
入
を
二
千
五
十
五
万
円
減

額
し
、
総
額
を
八
億
五
千
二
十
八

万
四
千
円
と
し
、
収
益
的
支
出
を

二
千
五
十
五
万
円
減
額
し
、
総
額

を
八
億
六
千
九
十
四
万
五
千
円
と

す
る
も
の�●

平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計

予
算

�
総
額
百
二
十
六
億
七
千
八
百
万
円�

●
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
立
あ
け
よ

温
泉
白
寿
荘
特
別
会
計
予
算

�
総
額
一
億
六
十
万
円�●

平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
予
算

�
総
額
三
十
六
億
七
千
百
万
円�

●
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補

正
予
算

(

第
五
号)

�
一
般
会
計
予
算
を
六
億
四
百
七
十

万
円
増
額
し
、
総
額
を
百
四
十
一

億
九
千
八
百
七
十
万
円
と
す
る
も

の�●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
二
号)

�
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
予
算
を

一
億
九
千
二
百
五
十
万
円
減
額
し
、

総
額
を
三
十
二
億
九
百
六
十
万
円

と
す
る
も
の�●

平
成
十
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
二
号)

�
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の

債
務
負
担
行
為
の
追
加
を
行
う
も

の�●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第

三
号)

�
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予

算
を
二
百
八
十
万
円
減
額
し
、
総

額
を
六
億
六
千
八
百
四
十
万
円
と

す
る
も
の�●

平
成
十
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
二
号)

�
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
予
算
の
歳
入
の
う
ち
、
財



瑞瑞瑞
浪浪浪
市市市
行行行
政政政
改改改
革革革
大大大
綱綱綱

����� � ���� � ���� � ���� � ���� � ���� � ���� � ���� � ���� � ���� � ���� � ���� � ����一一一
、、、
人人人
事事事
管管管
理理理
おおお
よよよ
びびび
組組組
織織織

ののの
合合合
理理理
化化化
ををを
進進進
めめめ
るるる

基基基
本本本
方方方
針針針

二二二
、、、
事事事
務務務
事事事
業業業
ののの

改改改
革革革
ををを
推推推
進進進
すすす
るるる

四四四
、、、
市市市
民民民
参参参
加加加
型型型

行行行
政政政
ををを
推推推
進進進
すすす
るるる

三三三
、、、
市市市
民民民
サササ
ーーー
ビビビ
ススス
ののの

向向向
上上上
ににに
努努努
めめめ
るるる

そそそ

ののの

他他他

五五五
、、、
市市市
民民民
ののの
応応応
分分分
ののの

負負負
担担担
ををを
検検検
討討討
すすす
るるる

平成11年４月15日

4

※
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課

�
内
線
３
３
２

①
地
方
分
権
、
権
限
委
譲
な
ど
の
状

況
を
踏
ま
え
て
、
本
大
綱
を
弾
力

的
に
見
直
し
、
よ
り
一
層
行
財
政

改
革
を
推
進
す
る
。

②
本
懇
談
会
に
本
大
綱
お
よ
び
実
施

計
画
の
推
進
状
況
を
報
告
す
る
。

①
公
共
料
金
等
の
公
平
か
つ
適
正
な

負
担
に
つ
い
て
、
市
民
参
加
の
も

と
に
検
討
す
る
。

②
運
営
補
助
金
お
よ
び
奨
励
的
な
給

付
金
な
ど
を
見
直
し
、
交
付
団
体

の
自
主
的
な
活
動
を
喚
起
す
る
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
向
上
と
団

体
の
育
成
強
化
を
図
る
。

�
実
施
項
目�公

共
料
金
の
適
正
な
負
担
、
奨
励

的
な
給
付
金
な
ど
の
見
直
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
意
識
の
向
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
育
成
強
化
。

広
報
広
聴
活
動
の
充
実
、
市
民
か

ら
の
意
見
を
反
映
す
る
機
会
の
確
保
、

各
種
委
員
会
の
活
性
化
、
ま
ち
づ
く

り
組
織
の
育
成
と
強
化
、
文
書
管
理

体
制
の
再
構
築
、
情
報
公
開
制
度
の

確
立
。

①
広
聴
広
報
活
動
を
充
実
し
、
市
民

の
意
見
を
行
政
に
反
映
す
る
機
会

を
確
保
す
る
。

②
各
種
委
員
会
の
活
性
化
と
社
会
情

勢
に
応
じ
た
新
た
な
委
員
会
な
ど

の
設
置
を
進
め
る
。

③
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
組
織
の
育

成
強
化
を
図
る
。

④
文
書
管
理
体
制
の
再
構
築
、
保
存

保
管
な
ど
の
適
正
化
に
努
め
、
情

報
公
開
を
推
進
す
る
。

�
実
施
項
目� ①

公
共
施
設
の
利
用
促
進
対
策
を
講

じ
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

②
市
民
の
利
便
を
重
視
し
た
窓
口
対

応
の
充
実
と
広
域
的
な
視
野
に
立
っ

た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

③
公
共
施
設
は
必
要
性
や
行
政
効
果

を
十
分
精
査
し
、
隣
接
市
町
の
設

置
状
況
な
ど
も
考
慮
し
、
広
域
的

な
視
野
に
立
っ
て
整
備
を
進
め
る
。

�
実
施
項
目�公

共
施
設
の
利
用
促
進
、
施
設
の

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
広
域
的
な
視
野
に
立
っ
た
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
・
施
設
整
備
の

推
進
、
公
共
施
設
整
備
の
再
検
討
。

①
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
活
用
し
、
事
務
の

効
率
化
、
省
力
化
を
進
め
事
務
処

理
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
る
。

②
効
果
の
上
が
る
事
業
を
推
進
す
る

た
め
、
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確

立
に
努
め
る
。

③
通
常
業
務
を
見
直
し
、
委
託
、
統

合
、
廃
止
、
縮
小
、
終
期
な
ど
合

理
化
を
進
め
る
。

④
経
費
の
節
減
、
自
主
財
源
の
確
保

な
ど
財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
。

�
実
施
項
目�事

務
の
効
率
・
省
力
化
、
事
業
効

果
の
向
上
、
通
常
業
務
の
見
直
し
、

経
費
の
節
減
、
自
主
財
源
の
確
保
。

③
研
修
制
度
を
確
立
し
、
職
員
の
意

識
改
革
、
資
質
の
向
上
を
図
る
。

④
組
織
の
弾
力
性
を
強
化
し
、
時
代

に
即
し
た
効
率
的
な
組
織
と
す
る
。

�
実
施
項
目�将

来
的
な
展
望
に
立
っ
た
職
員
の

確
保
、
能
力
重
視
の
人
材
登
用
、
適

材
適
所
の
人
材
配
置
、
昇
給
制
度
や

職
員
手
当
の
見
直
し
、
職
員
の
意
識

改
革
お
よ
び
資
質
向
上
、
時
代
に
応

じ
た
効
率
的
な
組
織
の
確
立
。

①
定
員
適
正
化
計
画
お
よ
び
職
員
採

用
計
画
を
策
定
し
、
将
来
的
な
展

望
に
立
っ
た
職
員
確
保
に
努
め
る
。

②
勤
務
評
定
制
度
を
導
入
し
、
年
齢
、

性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
能
力
重
視

の
人
材
登
用
と
適
材
適
所
の
人
員

配
置
を
進
め
る
。

揚
を
図
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
理

解
を
得
て
、
行
財
政
改
革
を
計
画
的
・

段
階
的
に
推
進
す
る
。

市
で
は
、
行
政
改
革
懇
談
会
の
答
申
や
市
政
座
談
会
で
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
行
政
改
革
大
綱
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
平
成
７
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
大
綱
の
五
つ
の
基
本
方

針
を
引
継
ぎ
、
そ
の
方
針
に
新
た
な
改
革
事
項
を
設
け
、
実
施
項
目
や
目

標
を
設
定
し
た
も
の
で
す
。
見
直
し
後
の
大
綱
と
実
施
項
目
は
次
の
と
お

り
で
す
。

今
後
も
職
員
の
改
革
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
て
、
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

地
方
分
権
、
財
政
構
造
改
革
な
ど

一
層
の
地
方
行
革
が
も
と
め
ら
れ
て

い
る
状
況
へ
の
認
識
を
確
か
に
し
、

地
方
自
治
・
新
時
代
に
向
け
た
地
方

行
革
へ
の
一
層
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
限

ら
れ
た
人
的
お
よ
び
物
的
財
産
を
有

効
に
活
用
し
、
市
民
福
祉
、
生
活
環

境
な
ど
の
向
上
を
図
る
た
め
、
簡
素

で
効
率
的
な
組
織
の
確
立
、
経
費
の

節
減
、
市
民
参
加
の
推
進
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
市
民
の
応
分
の
負
担

を
基
本
姿
勢
に
、
よ
り
一
層
、
市
政

の
自
己
改
革
を
進
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
現
大
綱
の
基
本
方
針
を

継
続
し
、
今
以
上
に
職
員
意
識
の
高



�����������平
成
12
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護

保
険
に
向
け
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
こ
の

保
険
を
よ
り
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

12
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
そ
の
内
容
を
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。

行行行
政政政
相相相
談談談
委委委
員員員
ににに

三三三
尾尾尾
義義義
久久久
さささ
んんん

三尾 義久さん

市
職
員
の
人
事
異
動

�６８－２１１１

5

長)

工
藤
輝
夫
▽
情
報
推
進
課
長

(

税
務
課
長
補
佐
兼
評
価
係
長)

田

中
由
郎
▽
福
祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所

福
祉
課
長
兼
介
護
保
険
対
策
準
備
室

次
長

(

議
会
事
務
局
総
務
課
長)

高

木
秀
明
▽
健
康
増
進
課
長
兼
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
介
護
保
険
対
策
準
備

室
次
長

(

稲
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
所
長)

林
光
明
▽
農
林
課
主

幹
併
農
業
委
員
会
事
務
局
長

(

東
濃

農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣)

小
栗
肇

▽
商
工
課
長

(

会
計
課
長)

磯
村
秀

雄
▽
環
境
課
長
兼
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

室
次
長
兼
交
通
安
全
対
策
推
進
室
次

長

(

商
工
課
長)

河
野
暸
▽
下
水
道

課
長

(

水
道
課
主
幹
兼
工
務
係
長)

伊
藤
直
樹
▽
会
計
課
長

(

健
康
増
進

課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長)

有
賀

義
和
▽
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民

館
事
務
局
長
兼
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

所
長(

陶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

所
長)

曽
川
誠
▽
議
会
事
務
局
総
務

課
長

(

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
補

佐
併
監
査
委
員
事
務
局
長)

伊
藤
隆

司
▽
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
補
佐

併
監
査
委
員
事
務
局
長
併
公
平
委
員

会
書
記

(

保
険
年
金
課
長)

加
知
俊

允
▽
東
濃
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣

(

農
林
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長)

正

村
秀
雄
▽
予
防
課
長
兼
消
防
署
長

(

消
防
署
長)

大
竹
滋
彦

�
退
職�
▽
安
保
征
示

(

建
設
水
道

部
次
長)

▽
加
納
充
蔵(

福
祉
課
長)

▽
笠
木
紀
久
子(

文
化
施
設
課
主
任
主
査

兼
文
化
係
長)

▽
加
藤
良
樹(

水
道
課
主
査)

４
月
１
日
付
け
で
市
職
員
の
人
事

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

課
長
級
以
上(

退
職
者
は
す
べ
て)

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
配
置
替
え
を
伴
わ
な
い
昇
任
・

昇
格
お
よ
び
兼
務
・
併
任
は
除
き
ま

し
た
。

�
部
長
級�
▽
企
画
部
長

(

建
設
水

道
部
長)

森
川
修
三
▽
建
設
水
道
部

長
兼
小
里
川
ダ
ム
・
新
丸
山
ダ
ム
対

策
事
務
局
長
兼
交
通
安
全
対
策
推
進

室
総
括
次
長

(

経
済
環
境
部
次
長
兼

環
境
課
長)

小
栗
一
樹
▽
市
民
福
祉

部
次
長
兼
保
険
年
金
課
長
兼
介
護
保

険
対
策
準
備
室
次
長

(

税
務
課
長)

藤
田
信
彦
▽
経
済
環
境
部
次
長
兼
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
室
次
長
兼
交
通
安
全

対
策
推
進
室
次
長(

企
画
政
策
課
長)

福
岡
功
洋
▽
建
設
水
道
部
次
長

(

総

務
課
長)

野
村
正
和

�
課
長
級�
▽
総
務
課
長

(

生
涯
学

習
課
長
兼
中
央
公
民
館
事
務
局
長
兼

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長)

古
田
正

博
▽
税
務
課
長

(

情
報
推
進
課
長)

鈴
木
民
男
▽
稲
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
小
里
川
ダ
ム
・
新

丸
山
ダ
ム
対
策
事
務
局

(

下
水
道
課

長
補
佐
兼
管
理
係
長)

水
野
律
▽
陶

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

小
里
川
ダ
ム
・
新
丸
山
ダ
ム
対
策
事

務
局

(

農
業
委
員
会
事
務
局
長)

小

栗
司
▽
企
画
政
策
課
長

(

下
水
道
課

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
庁
長
官

が
特
に
お
願
い
し
て
役
所
に
対
す
る

苦
情
な
ど
の
相
談
相
手
と
な
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
民
間
の
有
識
者
で
す
。

み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
国
、
県
、

市
町
村
や
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
公
庫
・

公
団
・
事
業
団
な
ど
の
特
殊
法
人
の

仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
、
処
理
、
要

望
、
意
見
な
ど
を
お
持
ち
の
方
々
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
相
談
委
員

大
熊
和
子
さ
ん�
68－
６
７
３
７

三
尾
義
久
さ
ん�
68－

５
８
１
１

◆
相
談
日
＝
毎
月
第
２
月
曜
日

(
第

２
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日)

◆
場
所
＝
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー(

ハ
ー

ト
ピ
ア)

今
年
４
月
よ
り
、
新
し
い
行
政
相

談
委
員
と
し
て
三
尾
義
久
さ
ん

(

土

岐
町)

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

◎
必
要
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
が
自

分
で
選
べ
る
仕
組
み
に
な
り
ま
す
。

◎
公
平
な
制
度
に
す
る
た
め
、
全
国

一
律
の
要
介
護
基
準
が
で
き
ま
す
。

◆
全
体
の
し
く
み
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

◎
運
営
す
る

(

保
険
者)
の
は
市
町

村
で
す
。

◎
加
入
す
る

(

被
保
険
者)

の
は
40

歳
以
上
の
方
で
す
。
加
入
者
は
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
第
１
号
被
保
険
者
…
65
歳
以
上

の
方

②
第
２
号
被
保
険
者
…
40
歳
以
上

65
歳
未
満
の
医
療
保
険
加
入
者

◎
加
入
者
は
毎
月
の
保
険
料
の
他
に

利
用
さ
れ
る
際
に
は
自
己
負
担
と

し
て
１
割
が
必
要
で
す
。

◎
利
用
で
き
る
の
は
要
介
護
状
態
で

あ
る
と
認
定
さ
れ
た
方
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
増
進
課

�
内
線
１
５
２
・
１
５
３

◆
な
ぜ
こ
の
制
度
が

生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
は
今
、
高
齢
社
会
の
な
か
に

あ
り
、
21
世
紀
の
半
ば
に
は
３
人
に

１
人
が
高
齢
者
と
い
う
時
代
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
高
齢
化

に
よ
り
、
ね
た
き
り
や
痴
ほ
う
の
高

齢
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
方
が
増
え
る
一
方
で
、

介
護
す
る
人
も
高
齢
に
な
り
、
ま
た

働
き
に
出
る
女
性
も
増
え
る
な
ど
、

家
族
だ
け
で
介
護
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

介
護
は
だ
れ
も
が
直
面
す
る
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
社
会

全
体
で
支
え
る

｢

介
護
保
険
制
度｣

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

◆
こ
の
制
度
で
介
護
は

ど
う
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

◎
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
介

護
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
仕

組
み
で
す
。
保
健
・
医
療
・
福
祉

と
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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善

意

花花
のの
森森
百百
年年
公公
園園
づづ
くく
りり

�
苗
木
を
植
え
る
参
加
者
た
ち

加藤 博人
ひ ろ と

くん (３歳)

寺澤 実里
み さ と

さん (３歳)�
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る
み
な
さ
ん

����������������
瑞瑞瑞
浪浪浪
市市市
民民民
公公公
園園園

｢｢｢

こここ
いいい
ののの
ぼぼぼ
りりり
祭祭祭｣｣｣

〜
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
に
乗
ろ
う
〜

平成11年４月15日

6

５
月
の
連
休
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た｢

こ
い
の
ぼ
り｣

約
二
百
五
十
匹
を
市
民
公
園
に
泳
が

せ
、｢

こ
い
の
ぼ
り
祭｣

を
開
催
し

ま
す
。

期
間
中
に
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を
発
車
さ
せ

ま
す
。
ま
た
、
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り

の
怪
獣
と
楽
し
く
遊
べ
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ぜ
ひ
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
＝
５
月
３
日�
か
ら
５
日�10

時
〜
16
時

◆
場
所
＝
市
民
公
園
内

(

水
辺
の
広
場
・
駐
車
場
な
ど)

◆
内
容

●
マ
ス
つ
か
み
大
会

(

無
料)

３
日
間
と
も
午
後
１
時
よ
り

●
ふ
わ
ふ
わ
恐
竜
ラ
ン
ド(

無
料)

●
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

(

無
料)

●
わ
く
わ
く
縁
日
広
場
な
ど

●
各
種
団
体
に
よ
る
バ
ザ
ー

(

農
産
物
・
五
平
餅
な
ど)

※
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
施
設
課

�
６
８－

７
７
１
０

釜
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
、
３
月
27
日
、
関
係
者
約

百
二
十
人
が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
来

賓
祝
辞
の
後
、
建
設
協
力
委
員
長
の

森
川
浩
さ
ん
が
、
地
元
を
代
表
し
て

｢

有
効
に
利
用
し
て
、
建
設
に
携
わ
っ

た
み
な
さ
ん
の
熱
意
に
答
え
た
い
。｣

と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
に
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル

を
は
じ
め
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
や
調
理

実
習
室
な
ど
が
配
置
さ
れ
、
地
域
振

興
や
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会

(

会
長
常
務
理
事
山
田
太
郎)

様

＝
五
十
万
円
、
社
会
福
祉
事
業
へ

▼
間
瀬
巖
様
＝
三
十
万
円
、
社
会
福

祉
事
業
へ

▼
板
橋
慶
明
様
＝
三
万
円
、
社
会
福

祉
事
業
へ

３
月
28
日
、
大
湫
町
向
山
で

『
花

の
森
植
樹
祭』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
植
樹
祭
は
、
同
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
に
よ
り
町
の
歴
史

環
境
を
生
か
し
つ
つ
、
豊
か
な
自
然

と
の
共
生
を
図
り
、
花
の
咲
き
誇
る

｢

花
の
森
一
〇
〇
年
公
園｣

を
築
こ

う
と
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

植
樹
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
二
百

五
十
人
が
参
加
し
、
山
桜
な
ど
の
苗

木
約
二
千
二
百
本
が
市
道
に
隣
接
す

る
山
の
斜
面
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
家
族
や
仲
間
た

ち
と
協
力
し
合
っ
て
、
苗
木
を
一
本

一
本
て
い
ね
い
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
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に
点
火
す
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長
ら
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て

ん

や

く

瑞

浪

�６８－２１１１
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て
ん
や
く
瑞
浪

(

代
表
増
田
弘

江
さ
ん)

は
、
視
覚
障
害
を
持
つ

方
か
ら
の
要
望
に
よ
り
書
籍
な
ど

の
点
訳
を
し
た
り
、
点
字
指
導
や

点
訳
者
の
養
成
な
ど
を
行
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

結
成
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
現

在
、
会
員
は
19
人
で
、
昼
の
部
は

毎
週
水
曜
日
に
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ

た
夜
の
部
は
火
曜
日
に
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

個
人
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち

な
活
動
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
出

会
い
が
あ
り
、
み
ん
な
で
楽
し
く
、

悩
み
、
助
け
合
い
な
が
ら
活
動
し

て
み
え
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
仲
間
内
と
い
う

気
軽
さ
の
中
に
も
、
点
訳
を
身
に

付
け
た
い
と
い
う
真
剣
さ
と
、
人

に
読
ま
れ
る
も
の
を
作
る
と
い
う

責
任
感
を
持
っ
て
作
業
を
し
て
み

え
ま
す
。
点
訳
の
要
望
に
つ
い
て

は
完
璧
に
こ
な
し
て
い
る
と
自
信

を
見
せ
る
も
の
の
、
点
字
指
導
に

つ
い
て
は
、
自
分
た
ち
が
点
訳
を

身
に
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
最
中

で
あ
り
、
対
応
が
十
分
に
で
き
て

い
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

カニサイは今からおよそ1800万年から1700

万年前に東濃地域で栄えた､ 現在は日本に

生息していない､ サイの仲間です｡ カニサ

イのカニは､ 地名の可児に由来しています｡

これまでは､ キロテリウムという中国か

らたくさん見つかっているサイの仲間と考

えられていましたが､ このキロテリウムは､

およそ1000万年前に栄えたものであり､ カ

ニサイは別の仲間に属すると考えた方が良

さそうです｡

今後､ もっと立派な頭やアゴの化石が見

つかることを期待しています｡

新アドレス
http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html
市内の観光スポットなどの紹介や 『広報みずなみ』 も

掲載していますのでご利用ください｡
市民図書館のインターネット端末でもご利用いただく

ことができます｡ 一度アクセスしてみてください｡

３
月
27
日
、
陶
町
街
づ
く
り
推
進

協
議
会
が
制
作
を
進
め
て
い
る

『

世

界
一
の
茶
つ
ぼ』

づ
く
り
の
火
入
れ

式
が
行
わ
れ
、�
嶋
市
長
を
は
じ
め
、

制
作
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
や
地

元
町
民
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

火
入
れ
式
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
窯
の

台
車
や
レ
ン
ガ
を
積
み
上
げ
て
造
っ

た
窯
に
、町
民
の
代
表
に
よ
り
同
じ
敷

地
内
に
あ
る
八
王
子
神
社
か
ら
運
ば

れ
た
種
火
を
使
っ
て
点
火
さ
れ
ま
し
た
。

火
は
こ
の
ま
ま
保
た
れ
、
本
焼
成

の
間
は
町
民
に
よ
り
24
時
間
焚
き
続

け
ら
れ
、
世
界
一
の
茶
つ
ぼ
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
な
ど
の
導
入
に
よ
っ
て
、
点
訳

作
業
自
体
が
随
分
と
楽
に
な
っ
た

そ
う
で
す
が
、
基
本
で
あ
る
手
打

ち
で
の
点
訳
も
重
要
な
の
で
、
し
っ

か
り
と
身
に
付
け
て
お
き
た
い
と

頑
張
っ
て
み
え
ま
す
。

今
後
は
、
視
覚
障
害
者
の
み
な

さ
ん
の
要
望
に
い
ち
早
く
答
え
ら

れ
る
こ
と
と
、
点
訳
者
の
養
成
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
話
し
て

み
え
ま
し
た
。

◎
連
絡
先

市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

ハ
ー
ト
ピ
ア)

�
６
８－

４
１
４
８
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◎
感
謝
状

(

敬
称
略)

◎
表
彰
状

(

敬
称
略)

地地地
域域域
ののの
人人人
々々々
ととと
ののの
活活活
動動動
ををを
通通通
ししし
ててて

青青青
少少少
年年年
育育育
成成成
モモモ
デデデ
ルルル
地地地
区区区

実実実
践践践
活活活
動動動
ををを
報報報
告告告

●●●
小小小
田田田
北北北
区区区

(((

瑞瑞瑞
浪浪浪
地地地
区区区)))

●●●
平平平
山山山
区区区

(((
釜釜釜
戸戸戸
町町町)))

●●●
羽羽羽
広広広
区区区

(((

稲稲稲
津津津
町町町)))

●●●
宿宿宿

区区区

(((

日日日
吉吉吉
町町町)))

●●●
宮宮宮
町町町
、、、
新新新
町町町
二二二
・・・
三三三

(((

陶陶陶
町町町)))

●●●
月月月
吉吉吉
区区区

(((

明明明
世世世
地地地
区区区)))
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当
地
に
伝
わ
る
化
石

(

月
の
お
さ

が
り
：
ビ
カ
リ
ア)

を
祭
っ
た

『

月

の
宮』

の
祭
礼

｢

二
十
二
夜
様｣

を

各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
取
り
組
ん

だ
。
長
寿
会
、
婦
人
会
、
子
ど
も
会
、

地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

な
り
、
故
郷
の
思
い
出
と
も
な
っ
た
。

社
会
福
祉
と
は

『

常
日
頃』

だ
と

あ
る
子
ど
も
が
言
っ
た
。
青
少
年
育

成
活
動
も
こ
れ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

現
代
は
、
豊
か
な
よ
う
で
実
は
貧

し
い
。
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

青
少
年
の
健
全
育
成
の
活
発
な
活
動

が
望
ま
れ
る
。
地
味
で
あ
っ
て
も
継

続
さ
れ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、
桜
の
名
所
で
あ
っ
た

桜�
丘
公
園
の
清
掃
作
業
を
す
る
中

で
、
お
年
寄
り
や
親
た
ち
か
ら
華
や

か
で
あ
っ
た
昔
の
話
を
聞
い
た
。

ふ
れ
あ
い
と
対
話
か
ら
歴
史
と
伝

統
を
再
確
認
し
、
将
来
の
姿
へ
の
出

発
点
と
な
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
が
持
ち
始
め
た
、
地

域
の
子
ど
も
会
と
い
う
意
識
を
、
自

分
た
ち
で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
子
ど
も
た
ち
の
発
想
を
大
切
に

し
、
支
援
で
き
る
地
域
づ
く
り
が
大

切
で
あ
る
。

区
の
行
事
に
子
ど
も
た
ち
も
自
主

的
に
参
加
し
、
青
年
団
・
婦
人
会
・

長
寿
会
と
の
交
流
を
深
め
た
。
ま
た
、

区
に
伝
わ
る

｢

宿
獅
子
舞｣

に
小
中

学
生
が
練
習
に
も
、
本
番
に
も
参
加

し
て

｢

心
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り｣

を
目
指
し
た
。

塾
通
い
・
ゲ
ー
ム
遊
び
が
日
常
化

し
て
い
る
子
ど
も
が
多
い
今
日
、
伸

び
伸
び
と
、
お
お
ら
か
に
自
然
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
、
地
元
・

地
域
が
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
、
お

互
い
に
理
解
し
合
い
、
区
民
が
一
丸

と
な
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
を

大
切
に
し
た
い
。

ま
た
、
本
年
度
少
な
か
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
的
活
動
を
も
含
め
て
計
画

し
実
践
し
て
い
き
た
い
。

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
サ
ー

ク
ル
青
年
、
婦
人
会
、
そ
し
て
区
民

全
体
が
協
力
し
て
各
種
行
事

(

伝
統

的
・
親
睦
的
行
事)

に
参
加
し
、
取

り
組
み
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
た
。

『

人
・
自
然
・
ふ
れ
あ
い
の
和
を

大
切
に』

を
テ
ー
マ
に
、
生
産
的
作

業

(

花
壇
・
さ
つ
ま
芋
・
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
・
枝
豆
づ
く
り)

を
通
し
て
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
土
と

ふ
れ
あ
い
、
人
と
ふ
れ
あ
う
中
で
連

帯
感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
参
加
者
の
固
定
化
と
中

学
・
高
校
生
の
不
参
加
が
問
題
点
と

し
て
残
っ
た
。

今
後
、
区
民
全
体
が
一
つ
の
輪
に

な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め

た
い
。

協
議
を
開
く
回
数
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
が
で

き
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

二
百
五
世
帯
と
大
規
模
な
地
域
だ

が
、
区
民
総
出
の
行
事
を
企
画
し
た
。

各
行
事

(

盆
踊
り
大
会
・
球
技
大

会
な
ど)

に
各
組
が
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
し
、

親
子
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
強

く
印
象
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

子
ど
も
の
教
育
は
ま
ず
親
か
ら
と
、

小
冊
子
を
配
布
し
勉
強
し
合
っ
た
。

��
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�������������������������☆

富
岡
良
宏

(

山
田
町)

☆
斉
木
章
之

(
上
野
町)

☆
伊
東
弘
一

(
小
田
町)

☆
武
山
海
造

(

土
岐
町)

☆
倉
内
勝
利

(

寺
河
戸
町)

☆
有
賀
辰
郎

(

寺
河
戸
町)

☆
渡
邊
功
雄

(

寺
河
戸
町)

☆
中
野
啓
一

(

小
田
町)

☆
北
上
野
子
ど
も
会

☆
さ
つ
き
子
ど
も
会

☆
青
少
年
育
成
大
湫
町
民
会
議
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総合文化センター ３日～５日､10日､11日､17日､24日､31日

市民図書館 ６日～８日､10日､11日､17日､24日､31日

市民体育館 ６日～８日､ 10日､ 11日､ 18日､ 25日

化石博物館
陶磁資料館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

６日～８日､ 10日､ 17日､ 24日､ 31日

文 化 会 館 ６日､ 13日､ 20日､ 27日

生
涯
学
習
社
会
の

実
現
に
向
け
て

コ
ラ
ム
・
生
涯
学
習

�６８－２１１１

9

を
作
る
こ
と
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。(

生
涯
学
習
の
理
念)

生
涯
学
習
社
会
と
は
耳
慣
れ
な

い
言
葉
だ
け
れ
ど
、
そ
の
目
標
と

す
る
社
会
と
は
ど
ん
な
社
会
だ
ろ

う
か
。

生
涯
学
習
審
議
会
答
申

(

平
成

４
年)

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

｢

人
々
が
生
涯
の
い
つ
で
も
自
由

に
学
習
機
会
を
選
択
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
そ
の
成
果
が
適
切
に

評
価
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
で
あ
る
。｣

と
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
現
在
の
社
会
は
何
社
会

だ
ろ
う
か
。『

学
歴
社
会』

と
呼

ぶ
の
は
い
さ
さ
か
言
い
過
ぎ
で
あ

ろ
う
か
。

私
た
ち
は
、
生
涯
学
習
の
理
念

を
心
に
刻
み
、
生
涯
学
習
社
会
の

構
築
を
目
指
そ
う
。

今
こ
そ
、
市
民
の
熱
意
と
決
断

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
、
私
た
ち
は
人
生
八
十
年
と

い
う
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
時
代
を
迎
え
た
。

社
会
は
あ
ま
り
に
も
速
い
ス
ピ
ー

ド
で
変
化
し
、
学
校
教
育
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
く
な
り
、
絶
え
ず

新
た
な
知
識
・
技
術
を
習
得
し
て

い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

瑞
浪
市
が
生
涯
学
習
振
興
を
進

め
て
十
年
余
り
に
な
る
。

そ
の
結
果
、
生
涯
学
習
へ
の
関

心
は
高
ま
り
、
学
習
意
欲
は
旺
盛

で
、
何
ら
か
の
学
習
・
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
市
民
は
、
全
体
で

七
割
近
く
も
あ
り
、
極
め
て
高
い

学
習
率
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
生
涯
学
習
を
地
域
住

民
に
受
け
入
れ
易
く
す
る
た
め
に
、

｢

心
の
豊
か
さ｣

、｢

生
き
が
い｣

、

｢

楽
し
さ｣

と
い
っ
た
面
を
強
調

し
て
き
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

生
涯
学
習
を
振
興
す
る
理
由
と

し
て
は
、
間
違
い
と
は
言
え
な
い

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で

あ
る
。
で
は
本
当
の
ね
ら
い
と
は

何
か
。

そ
れ
は
、｢

生
涯
学
習
社
会｣

３
月
７
日
、
市
民
体
育
館
で
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
25
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
男
女
混
合
の
部

優

勝

プ
レ
ジ
ャ
ー
ズ
Ｄ

第
二
位

プ
レ
ジ
ャ
ー
ズ
Ａ

第
三
位

ケ
ー
ズ
フ
ァ
ミ
リ
ー
Ａ

◎
女
子
の
部

優

勝

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
Ａ

第
二
位

ひ
ま
わ
り
Ａ

第
三
位

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
Ｃ

◆
水
野

孝

(

稲
津
町)

◆
伊
東

茂
夫

(

明
世
町)

◆
安
部

利
美

(

須
野
志
町)

◆
三
宅

賢

(

釜
戸
町)

◆
柘
植

厚
一

(

日
吉
町)

◆
山
口

清
重

(

大
湫
町)

◆
酒
井

角
蔵

(

土
岐
町)

◆
桑
原

研
二

(

土
岐
町)

◆
河
野

典
夫

(

陶
町)

県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
の
機

会
均
等
な
ど
を
確
保
し
有
能
な
人
材

を
育
成
す
る
た
め
に
、
岐
阜
県
選
奨

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
申
請
期
限
＝
５
月
24
日�◆

応
募
資
格

◎
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子

弟
で
あ
る
こ
と
。

◎
人
物
・
学
業
と
も
に
優
秀
で
あ

る
こ
と
。

◎
修
学
に
十
分
耐
え
得
る
健
康
状

態
で
あ
る
こ
と
。

◎
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
で
あ
る
こ
と
。

◎
次
の
い
ず
れ
か
の
学
校
に
在
学

し
て
い
る
こ
と
。

①
県
内
に
所
在
す
る
高
等
学
校

(

専
攻
科
お
よ
び
別
科
を
除
く
。)

ま
た
は
、
盲
学
校
・
聾
学
校

も
し
く
は
養
護
学
校
の
高
等

部
《
月
額
一
万
二
千
円
、
私

立
高
等
学
校
は
一
万
七
千
円
》

②
高
等
専
門
学
校
《
月
額
一
万

四
千
円
》

③
大
学

(

短
大
を
含
み
、
専
攻

科
、
別
科
お
よ
び
大
学
院
を

除
く
。)

《
月
額
三
万
二
千

円
、
た
だ
し
、
日
本
育
英
会

の
奨
学
金
を
受
け
る
場
合
は

一
万
六
千
円
》

◆
照
会
先
＝
岐
阜
県
教
育
委
員
会

総
務
課
・
私
学
振
興
課

�
０
５
８－

２
７
２－
１
１
１
１

内
線
３
５
１
８
・
３
５
５
３

３
月
23
日
の
第
４
回
教
育
委
員
会

定
例
会
で
、
文
化
財
審
議
会
委
員
の

委
嘱
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
審
議
会
委
員
は
、
教
育
委

員
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
文
化
財
の

調
査
研
究
に
あ
た
り
、
そ
の
保
存
・

活
用
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
委
員
の
任
期
は
２
年
で
、

選
任
さ
れ
た
方
は
、
次
の
み
な
さ
ん

で
す
。

(

敬
称
略)
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家
庭
に
眠
っ
て
い
る

本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
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流
木
絵
・
石
こ
ろ
採
集
・

リ
サ
イ
ク
ル
利
用
工
作

な
ど)

●
期
日
＝
毎
月
第
４
土
曜
日

(

平
成
12
年
３
月
ま
で)

●
対
象
＝
保
育
園
・
幼
稚
園
児

小
・
中
学
生

●
申
込
先
＝
市
民
図
書
館

図
書
館
で
は
、
５
月
か
ら
子
ど
も

を
対
象
と
し
た
図
書
館
教
室
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

ゲ
ー
ム
世
代
の
今
日
、
子
ど
も
た

ち
に
作
る
楽
し
さ
を
体
験
さ
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
内
容
＝
年
間
を
通
し
た
工
作
教
室

(

陶
芸
・
ハ
サ
ミ
切
絵
・

図
書
館
で
は
、
あ
な
た
の
ご
家
庭

で
い
ら
な
く
な
っ
た
本
、
不
用
に
な
っ

た
本
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

な
か
に
は
、
図
書
館
に
な
か
っ
た
本

も
あ
り
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
蔵
書
冊
数
は
現
在
14
万

冊
余
り
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
要

望
に
応
え
る
べ
く
、
毎
月
新
刊
の
購

入
も
し
て
い
ま
す
。

集
ま
っ
た
本
は
、
所
蔵
本
と
し
て

図
書
館
内
に
配
架
し
た
り
、
市
内
公

共
施
設
な
ど
に
配
本
す
る
な
ど
し
て
、

有
効
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

通
で
す
。
ま
だ
利
用
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

｢

利
用
カ
ー
ド
交
付
申
込
書｣

に
記

入
し
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
一
人

10
冊
ま
で
２
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
オ
ー
プ
ン
の
釜
戸
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
に
、

市
民
図
書
館
の
分
室
と
し
て
釜
戸
図

書
室
が
設
置
さ
れ
、
蔵
書
約
三
千
冊

が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
移
動
図
書
館
車
の

｢

こ
ま
ど
り
号｣

が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
巡
回
し
て
本
を
貸
出
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
同
セ
ン
タ
ー
内

で
ゆ
っ
た
り
と
腰
掛
け
て
本
を
読
ん

だ
り
、
借
り
る
本
を
ゆ
っ
く
り
と
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
を
借
り
る
時
に
必
要
と
な
る
利

用
カ
ー
ド
は
、
図
書
館
、
釜
戸
・
大

湫
図
書
室
、
こ
ま
ど
り
号
す
べ
て
共

今
回
の
ミ
ニ
展
は
、
古
布
を
収
集
し
て
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
作
品
を
製
作

さ
れ
て
い
る
、
上
野
町
の
加
納
八
重
子
さ
ん

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ミニ展のご案内
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５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののののの不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
収集日

収 集 地 区
不 燃 ご み 資 源 ご み�日� 釜戸町 (宿､ 竜吟団地､

東大島､ 西大島､ 中大島)､
大湫町

小田町､ 西小田町､ 和合町､
大法原団地 市民テニス・ちびっ子

テニス教室参加者募集�日� 釜戸町 (上記以外の地区)��日� 松�瀬町､ 薬師町､ 明世町 桜堂､ 名滝､ 名滝団地､
下沢､ 奥名､ 庄�洞､
仲�平､ 大草､ 大久手��日� 本町､ 浪花､ 中組､ 竜門､

益見､ 上平町､ 学園台
一日市場､ 木暮､ 清水､
朝日町､ 水の木��日� 一色町､ 樽上町､ 公園､

上野町､ ひばり�丘 陶町 (猿爪)��日� 宮前町､ 高月町､ 下沖町､
須野志町

陶町 (水上､ 大川)��日� 鶴城､ 鶴城団地､ 市原 栄町､ 元町��日� 稲津町 (小里)
日吉町 (本郷､ 白倉､ 宿洞､
宿､ 南垣外､ 半原､ 常柄) マルチメディア研修 in 東濃��日� 稲津町 (萩原) 日吉町 (上記以外の地区)��日� 小田町､ 西小田町､ 和合町､

大法原団地
山田町､ 明賀台��日� 一日市場､ 木暮､ 水の木､

朝日町､ 清水
松�瀬町､ 薬師町､ 明世町��日� 桜堂､ 名滝､ 名滝団地､

下沢､ 奥名､ 庄�洞､
仲�平､ 大草､ 大久手 本町､ 浪花､ 中組､ 竜門､

益見､ 上平町��日� 陶町 (猿爪)
宮前町､ 高月町､ 下沖町､
須野志町��日� 陶町 (水上､ 大川) 鶴城､ 鶴城団地､ 市原��日� 日吉町 (本郷､ 白倉､ 宿洞､

宿､ 南垣外､ 半原､ 常柄)

釜戸町 (宿､ 竜吟団地､
東大島､ 西大島､ 中大島)､
大湫町 ｢国税専門官採用試験｣

受験者募集��日� 日吉町 (上記以外の地区) 釜戸町 (上記以外の地区)��日� 栄町､ 元町
一色町､ 樽上町､ 公園､
上野町､ ひばり�丘�１日� 山田町､ 明賀台 �月�日 稲津町 (萩原)�月�日 稲津町 (小里)

◆釜戸小学校＝��日 ◆稲津小学校＝��日 ◆瑞陵中学校＝��日
※詳細については､ 各園・学校にお問い合わせください｡
みなさんのご協力をお願いします｡

『地域振興券』 の交付と有効期間は､９月15日までです｡
交付を受けていない対象者は､ 早めに手続きをしてください｡

★地域振興券は､ 市に登録してある特定事業所(地域振興券が使えることが書いてあるステッカーやポスターが

掲示してあります｡) で使うことができます｡

��������
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◆申込期間＝５月６日�～５月13日�
◆受験資格＝昭和47年４月２日から昭和53年４月１日

までに生まれた方

◆試験の程度＝大学卒業程度 (学歴は問いません｡)

※詳しい日程や応募方法については､ 名古屋国税局人

事第二課試験係 (�052-951-3511 内線3450) また

は多治見税務署総務課 (�22-0101 内線26) へお問
い合わせください｡

瑞浪市硬式テニス協会では､ 春のテニス教室の参加

者を募集します｡

◆日 時＝５月23日�･30日�､６月６日�10時～12時
◆場 所＝市民テニスコート

●市民テニス＝市内在住の18歳以上の初心者の男女

(募集30人､ 参加料…１, ５００円)

●ちびっ子テニス＝市内在住の４～６歳までの男女

(募集10人､ 参加料…１, ０００円)

◆申込期限＝５月13日

※問い合わせ・申込先＝スポーツ振興課 �68―0747�ソフトピアジャパンでは､ 東濃地方のみなさんに
受講していただくために次の講座を開催します｡

《パソコン基本トレーニング》

◆日 時＝５月19日� 10時～16時45分

◆受講料＝２, ０００円

《WordとExcelを体験しよう！》

◆日 時＝５月20日� 10時～16時45分

◆受講料＝２, ０００円

◎会場＝恵那文化センター 視聴覚室

◎申込締切り＝両講座とも５月７日�
※詳しくは､ �ソフトピアジャパン研修担当までお問
い合わせください｡ (�0584-77-1113)

◎５月に行われる
資源集団回収の実施予定日

◆陶 保 育 園＝ �日
◆瑞浪小学校＝��日



�６７－２７００����������������� �������
期 日 場 所 対 象 地 区場 所 期 日

５月６日� 保健センター
寺河戸町・樽上町・一色町･
上野町・宮前町・高月町・
明世町・薬師町・松ケ瀬町

稲津コミュニティー
センター

５月６日�
５月７日�
５月10日� ５月10日� 陶コミュニティーセンター 陶町

日吉コミュニティー
センター

５月13日�
５月14日� ５月12日� 日吉コミュニティーセンター 日吉町

５月17日� 釜戸コミュニティーセンター 釜戸町・大湫町

５月20日� 保健センター
山田町・明賀台・小田町・
西小田町・和合町
下沖町・須野志町・学園台

陶コミュニティー
センター

５月19日�
５月20日�

ワークプラザ瑞浪
(陶町)

５月21日�
５月24日� ５月24日� 稲津コミュニティーセンター 稲津町

５月26日� 保健センター 土岐町・上平町

釜戸コミュニティー
センター

５月25日�
５月26日�
５月27日� ��������������������������

期 日 時 間 場 所 個人負担

５月10日� 13時～14時 保健センター ５００円
期 日 医 療 機 関 住 所 電 話 番 号

２日� サ ン 歯 科 日吉町 ６４－２２２６

３日� ホワイト歯科 山田町 ６８－１０６６ ���� 〈場所＝保健センター〉４日� 藤 本 歯 科 小田町 ６７－３７１８

５日� 佐 々 木 歯 科 土岐町 ６８－３７７６���������������
〈場所＝保健センター 料金＝無料〉

健診・相談名 実施日 受付時間 対 象 者 そ の 他

４ カ 月 児 健 康 診 査 ４月27日� 13時～14時
第一子は13時にお集りください 平成10年12月生まれの子 母子健康手帳をご持参ください｡

３ 歳 児 健 康 診 査 ４月23日� 12時30分までに
お集りください 平成８年３月生まれの子

尿検査があります｡ 早朝尿を50㏄ぐらい
と母子健康手帳をご持参ください｡
歯ブラシ､ コップをご持参ください｡

３歳６カ月児歯みがき教室 ４月27日�
９時～11時

平成７年10月生まれの子 フッ素塗布､ 歯の汚れ検査があります｡
※汚れてもいい服装でおいでください｡
※母子健康手帳､ 使用中の歯ブラシ､
コップをご持参ください｡

４歳児・４歳６カ月児
歯 み が き 教 室 ４月30日� 平成７年４月生まれの子

平成６年10月生まれの子

２歳児歯みがき教室 ５月７日� 平成９年５月生まれの子
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※受診の際は当日電話予約をしてください｡

◆乳幼児相談…５月12日� ９時30分～11時

◆栄養相談…５月12日� ９時～15時 ※要電話予約

◆医師による健康相談…５月12日� 14時～15時

●対 象 者…30歳以上の女性 (定員60人)

●申し込み…電話などで保健センターへ

◆受付時間＝日吉・釜戸・陶コミュニティーセンター

……………………………14時～14時45分

稲津コミュニティーセンター…14時～15時

保健センター………………13時30分～15時

◆対象者

〈初回〉平成10年７月～平成11年１月までの出生児｡

〈追加〉平成10年２月～平成10年６月までの出生児｡

※満７歳半(9０カ月) 未満でまだ２回投与

していない児も含む｡

◎母子健康手帳と予診票を持参してください｡

５月の在宅当番医 [時間…９時～１５時]

ＯＴ・ＧＰＴ・γ－ＧＴＰ)､ 血糖､ 腎機能 (クレ

アチニン)

●眼底検査 (必要な方のみ)

※健診と同時にがん検診 (胃・大腸・肺) を実施します｡

がん検診を希望される方は､ 電話で保健センターへお

申し込みください｡ 〈定員あり 料金：各５００円〉

※当日は､ 絶食で来てください｡

※健康ファイルと健診結果のある方は持参してください｡

◆時間＝８時30分～11時30分

◆料金＝個人負担１０００円

◆対象者＝満40歳以上の方で､

職場・病院などで健診を受

ける機会のない方 (ただし､

高血圧・心臓病などの内科

疾患で治療中の方は除く)

◆内容＝●血圧測定

●検尿 (糖､ 蛋白､ 潜血)

●心電図

●血液検査…コレステロー

ル (総・ＨＤＬ)､ 中性

脂肪､ 貧血､ 肝機能 (Ｇ


